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内藤　俊夫

開設の⽬的・概要　等 地域の中核病院で要となる病院総合診療医(以下、ホスピタリスト)の育成を⾏う。福島県内の⼤学、医療機関ネットワークとの連携を活⽤し、現地での指導に加え、遠隔医療、オンライン診療、アプリケーションやVR教材などの新しいツールを活⽤す
る。救急領域、感染症領域の臨床、教育、研究体制を構築する。加えて地域健康データの評価、分析を通して地域の予防医療に貢献する。
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